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^
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な
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I

福
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て
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戀
社
農
態
に
於
い
て
は
、
管

^

「

へ
.
ら
で
あ
る
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ら
4
人
は
自
ら
そ
の
靡

|
擇
し
、
兩
素
好
ん

.で
I
合

を

續

長

く

相

互

の

_

が
續
け
ら
乙
る
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で
I
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旣
出
I

サ
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；
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け
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手
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し
て
の
裳
財
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制
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保
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は
、
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一：夫
一
婦
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原

.
則
I

成

し

、
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を
そ
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翌
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ま
で
到
ら
し
隹
で

I

う
；o
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馨
味
ょ
り
す
れ
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^
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婦
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原
則
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と
れ
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s
坐
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共
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發
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i
度
で
t
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I
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復

太

0
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■

獨
逸
の
首
都
、
伯
林
市
は
一
九
ニ
0
年
に
市
域
大
擴
張
_を
行
つ
.て
シ
：ャ
ロ
ッ
テ
ン
ブ
ル
.ク
、
シ
エ
ー
ネ
べ
ル
ク
、
ゥ
ヰ
ル
マ
ア
ス
ド 

ル
フ
、
シ
ュ
パ
ン
ダ
ウ
、ケ

ぺ

一
一
ッ
ク
其
他
を
^
含
し
、舊
來
の
中
央
區
、
テ
ィ
：ア
ー
ガ
；ル
テ
ン
、
ウ
工
ッ
デ
イ
ン
ダ
、
プ
レ
ン
ツ
ラ
ウ 

ア
•
ベ
ル
ク
、
フ
リ
ード
リ

ッ
ヒ
•
ハ，

‘イン、

ク
ロ
イ
ツ
べ
ル
タ
を
中
心
に
し
て
名
實
共
に
世
坭
的
火
都
市
と
な
り
、
新
し
き
伯
林
市 

を
權
成
し
た
？

芷
式
に
は
其
の
名
稱
は
依
然
と
し
て
伯
林
市
で
あ
る
.が
、
俗
稱
は
此
の
而
積
八
->

\
、
一
ニ
六
八
へ
ク
タ
ー
ル
、

人
ロ
四
百 

三
十
三
.萬

人

C

一
 

九
三
〇)

に
及
ぶ
世
界
的
太
都
市
を
大
伯
林
と
呼
ん
で
ゐ
る
、
此
處
に
紹
介
す
る
著
書
は
、
此
の
新
し
き
伯
#-
市
、
即 

ち
大
伯
林
市
に
就
い
て
の
地
理
學
的(

或
ひ
は
も
.つ
と
茈
し
く
云
へ
ば
人
文
地
理
學
的〕

硏
究
で
あ
る
。

.

先
づ
內
容
か
ら
、

一
瞥
し
ょ
ぅ
。

(

一.)

地
形
地
勢
ハ
ー
ー)

氣
候
0

5

植
物(

四
聚
落
核
心(

5

大
伯
林(

六)

人
口(

七)

交
通(

八)

經
濟 

(

九〕

伯
林
と「

伯
林
ッ
子
&

:
に
文
献
及
び
統
計
表
0

書
中
七
十
三
の
.圖
表
を
藏
し
、
卷
末
に「

等
時
問
距
離
：3
を
示
し
た
線
市
地
圖
を 

添
べ
て
ゐ
る
。
全
部
で 
一
二
一
一 

頁

本

文

は

：

一
.
八

四

頁
0
.材
料
は
其
の
序
.文
に
も
异
ふ
如
<

.

|九
.

Iti

三

空

：1
月
迄
(0
:も
の
で
あ
づ
て
、

「

其 

1»
|
:
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都
市
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伯
秫
の
；她
如
帛
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一

四
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:
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四
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1
化
は
遺
憾
乍
ら
'取
I
れ
る
事
が
粜
容
つ

I
.
ぁ
る
が
-
磐

て
の
I
勞
作
で
あ
る
4
つ
て
差
支
な
い(

勿
論
市
廳
其Q

他
關
係
の
：公
に
す
る
資
料
等
は
も
つ

I
近
の

も

の

：が

i

と

し

て

奢
f
就5
て
芽

"直
浬
し
て
知
る
所
が
な
い
、
し
か
し
地
理
學
囊
奪
あ
る
妻
け
は
、
本
書
の
歷
及
び「

ゲ
ォ
ボ
リ

テ
ィ
ク
認
し「

地
質
f
會
雜
誌」

等
に
於
け
る
霧
に
ょ
つ
て
議
し
得
る
が
、
涅

又

.、
社
會

S
的
な
知
識
は
、
書
中
、奮

て

1

見
し
て
ゐ
る
。
藝
ゲ
オ
ポ
リ
デ
ィ
ク
誌」

の
論
文
は
r
f
き
大
都
市
の
：一
例
と
し

て

の

伯

林」(

.
一
九
一
二
三

)

の
證
を
有

し

、

t

問
輝
は
本
書
に
於
い
て
は
、
I

に
も
善
す
べ
き「

伯
林
及
び
伯
林
ツ
子」

の
中
に
取
扱
は
れ
て
ゐ
る
が
、
营

は

I

の
現
代
大
部 

市
觀
が
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
と
云
つ
て
差
支
な
い
o'
:

故
、
.本
寄
に
論
I
と
こ
ろ
の
內
容
に
就
い
て
I

I
題
自
次
中C

lX
IIX

三)

の
純
自
然
地
理
學
的
畜 

基
し
な
い
。
評
者
の
鐘
は
寧
ろ
第
四
項
の「
聚
落
核
心」

以
降
に
懸
つ
，て
ゐ
る
。
著
者
の
主
力
も
亦

、

此

^

て
差
支
な5

、

即
I
文一

八
資
に
對
し
地

i
勢
、
義

、
植
物Q1

霜

i
か
に一

九

f
占
め
る
に
f
な
い
。
之
れ
は
大 

都
市
地
.理
學
に
於
い
て
は
當
然
な
寒
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。

聚
落
核
心
丨
は
大
伯
林
市

Q
l
$
w
-M
在
し
た
聚
落

S
心
農
村
的
響
的
核
心
の
兩
方
踅
分
て
論
じ
て

t
。
§
 

分
布
は
f
以
つ
て
示
さ
れ
て
ゐ
る(

一
二
ニ
頁
第
九
_)

、
都
會
的
聚
落
核
心
と
し
て
は
シ
ュ
パ
ン
ダ
ウ
、
乞

べ

ニ

，
ク
、
シ
ャ
ロ
ッ 

テ
ン
ブ
ル
ク
、
.伯
林(

舊)

が
論
ぜ
ら
れ
其
の
歷
史
的
生
成
を
主
と
し
て
，ゐ
るo.

舊
伯
林
市
に
就
い
て
云
へ
ば
、歷
史
的
伯
林
市(

本
當
の 

意
咏
？
で
云
ふ
ァ
ル
ト
•
ベ
ル
リ
ン
、
ス
ブ
レ
；1
河
の
東
北
岸
を
f
袭
の
瞿
を
か
さ
ね
て
た
が
、
旣
に
ッ
me
ベ

虜

P1
ス
が 

向
は
歷
然
と
し
て
ゐ
た(

五
四
®
し
か
し
-
當
時
の
西
部
は
、
現
在
の
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
内
よ
り
、
ポ
ッ
ッ
ダ
ム
蜃
に
到
る
们

北
線
の
'衆
側
迄
の
も
の
で
あ
り
、
其
れ
に
次5

で
の「

西
へ
の
：進
：出」

は
漸
く
テ
ィ
ア
ガ
ル
テ
ン
區
に
JI
1ま
つ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
つ
た
。

.大
伯
林——

大
伯
林
の
行
政
的
成
立
は
地
理
的
經
濟
的
社
會
的
大
伯
林
成
立
へ
の
追
從
に
外
な
ら
ぬ
。故
に
此
の
項HU
に
於
い
て
は
、
 

聚
落
地
理
學
的
，に
大
伯
林
を
構
成
す
る
に
至
つ
た
所
謂
、
郊
外
が
硏
究
さ'

れ
て
ゐ
る
。
鐵
道
環
狀
線
を
越
え
て
の
發
展
は
、
西
南
方
に 

於

.い
て
.は
ウ
ナ
ル
マ
ア
ス
ド
ル
フ
.を
經
て
ブ
ァ
ン
ゼ
ー(

ウ
區
に：

編
入
さ
れ
て
ゐ
る)

の
森
林
帶
を
含
み
ツ
エ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
區
を
以 

つ
て
ポ
ッ
ツ
ダ
ふ
に
境
を
接
し
て
ゐ
る
o.西
方
は
シ
ユ
.パ
ン
ダ
ウ
區
を
編
入
し
；て
ハ
ー
ヴ
ヱ
ル
河
湖
地
方
を
控
え
、
北
西
部
は
ラ
イ
ネ 

ッ
f
v
ド
ル
フ
：區
に
於
い
て
テ
ー
ゲ
ル
湖
に
及
ぶ
。
.北
部
は
。ハ
ン
コ
フ
區
を
形
成
す
‘る
も
の
で
あ
る
が
、
此
の
地
域
は
ま
だ
充
分
な
市 

，
街

地

と.稱
す
'る
を
得
な
い
も
、の
が
あ
り
、
北
束
部
の
.ワ
イ
セ
シ
ゼ
ー
區
と
共
に
伯
林
市
に
於
い
.て
有
名
な
ラ
.ウ
ベ
ン
コ

W
 
ニ
ー
の
所
在

•.地
と
し
て
知
ら
れ
.て
ゐ
'る
。
此
め
東
北
、
北
，.の
兩
部
は
、
舊
市
街
に
.接
す
る
.一.部
は
兎
に
角
少
し
離
れ
て
は
大
都
會
的
色
彩
の
比
較
的

.

.

■  
.
 

.
 

.

.

.

. 

.

乏
し
鬯
と
こ
ろ
と
S
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
東
方
は
リ
ヒ
テ
.ン
ベ
ル
.ク
區
を
爲
す
も
の
、
.旣
に
大
都
市
的
形
態
を
備
へ
て
ゐ
る
。
束
南
部
は

'ト
レ
ブ
七
ウ
、
ケ

H

ぺ
一
一
ッ
ク
の
兩
區
、
前
の
リ
ヒ
テ
ム
べ

.ル
ク
.、
更
に#
方
ノ
イ
ケ
：エ
ル
：ン
と
併
せ
て
い
づ
れ
も
エ
業
地
區
を
爲
す
。 

南
部
は
テ
ム.ぺ
_
1ホ「

丨
フ
區
、
シ
ユ
デ
グ.リ
ッ
ツ
の
呵
區
、
、
內
侧
に
シ
エ
ー
ネ
べ
ル

'.
ク
區
を
圍
つ
て
ゐ
る
。

し
：が
し
：大
體
に
.於
.い
，て
リ
ン
グ
.バ
ー
ン
が
大
都
市
々
街
祂
の
限
界
と
見
ら
れ
て
ゐ
る
ハ
5

.ー
賢〉

聚
落
地
31
又
は
都
市
地
理
學
的
に 

は
，
此

CO
限
界
を
越
え
た
外
ガ
輪
に
は
、
非
都
會
的
な
#
祛
が
大
伯
林
市
の
；市
域
に
含
ま
れ
て
ゐ
る
の
を
着
逃
し
得
故
い

ハ̂
三
頁)

し 

,か
じ
、
現
代
：に
於
け
る
大
都
市
の
景
觀
：は
必
ず
し
も
、
雜
杏
喧
ー
騷
の
沛
街
地
區
，に
，於
い
て
.の
.み
求
む
る
可
き
も
の
で
な
か
ら
ぅ
。
都
布 

計
畫
.は
：地
方
訂
齋(

.リ
ー
ジ
，.日
.ナ
ル

•ブ
ラ
ン
一
一
ン
.グ
-V
へ
の
合
理
的
發
M
に
ょ
つ
て
、

都̂
會
的
な
景
觀
を
多
分
以
上
に
含
め
.つ
X
あ 

..る
。.
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口
|

大
伯
林
：の
：成
立
：は
巨
大
な
人
ぃ
ロ
の
：集
横
及
び
其
の
分
布
的
變
化
1C
依
據
す
る
。■世
揪
大
歡
市
と
し
て
四
首
萬
以
上
の
人
ロ

!«
;界
都
»1
|大
伯
#
や
地
现
鹖
的
砰
究 
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求
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二
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丈

け
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地

域

が

所

謂

■シ

ー
K

十
^

一
 

篇

地

I

主
と
し
て
猶
I

.

居
S

I

今

蜃

^
^

一

'

p

b

l

^

り
I

も

歷

S

簾

に

ょ

づ

て

舊

市

內

の

窗

ょ

り

新

市

內

の

.■

一
 

«
.

n

r

政

治

盟

域

別

：

は

、

I

西

邦

會

I

獨

逸

國

會

の

議

|

緩

準

と

し

し

た

も
の
の

I

ナ

イ

チ

ぶ

i
t
.
ル
，
ツ
エ
ン
ト
ル
ー
ム
、共
產
黨
、社

1
.

シ
>
タ
ー
:ツ
パ
ル
タ
ィ
等
に
分
け
て
大
伯
林
市
の
分
ー
布
を
示
し
て
ゐ
る
。
共
產
m
は
ゥh

ッ
デ
ィ
ン
グ
を
^
と
し
て(

四
五
丨 

三
五

-ア
.セ
ン
ト
•

)

苽
部
方
而
に
极
據
を
荷
す
る
に
.反
し
社
尻
黨
は
苽
南
部
、西
部(

シ
ユ
パ
ン
ダ
ゥ)

に
勢
力
を
布
し
他
の
地
域
に
は
、

比
.較
的
均
分
せ
る
に
、
ナ
チ
ス
は
一
八
三
ニ
尔
の
哿
邦
會
の
選
擧
に
斷
然
擦
頭
し
ツ
エ
ー
レ
ン
ド
ル
フ
、
シ
ユ
テ
グ
リ
ッ
ツ
、
シ
工
ー
ン 

ベ
ル
ク
の
三
區
に
著
し
き
勢
力
を
示
し
、
主
と
し
て
西
部
を
根
摅
と
し
て
ゐ
る
。
ツ
エ
.ン
ト
ル
ー
ム
、
シ
ユ
タ
1
?
パ
ル
タ
イ
は
束
南 

部
に
.僅
か
の
地
盤
を
持
つ
て
ゐ
る
o'宗
敎
的
分
布(

加
特
力
、
無
宗
敎)

は
、
此
の
政
治
的
分
布
に
、
.虫
と
し
て
社
會
主
蓰
的
傾
向
に
就 

い
て
.一
致
を
示
し
て
ゐ
る
。

_

:岳
等
の
典
味
あ
る
分
布
硏
究
は
、
住
‘宅
密
度
と
も
關
係
を
保
ち
、
更
に
後
段
、
淹
業
的
分
布
と
最
も
密
接
な
連
絡
を
と
る
べ 

な
ほ
、
此
の
項
に
は
，
一
免
地
域
に
於
け
る
土
着
、
來
住
者
の
硏
究
：が
附
加
さ
れ
、
新
市
域
に
、
當
然「

來
估
客
，一
に
よ
つ
て
充
滿
さ 

れ
て
ゐ
る
狀
態
を
調
喪
し
て
ゐ
る(

卷
末
第
六
表)

此
の
點
は
後
段
に
：於%

て
著
者
を
し
：て
大
都
市
觀
を
被
漉
せ
し
む
る
契
機
と
な
つ
て 

ゐ
，る
。.
 

,

■

へ

'
 

,

,

交
逼
II
都
市
の
獷
大
は
交
通
機
關
の
{元
備
で
あ
る
。
-評
者
も
最
近
の
硏
究
に
於
い
て
都
心
地
へ
の
交
通
時
間
距
_

一
 
時
間
を
以
つ 

て
、
そ
の
：都
市
の
外
輪
と
涔
へ
て
ゐ
る
•
明
治
年
代
の
舊
市
內
境
界
、
大
並
年
間
の
大
森
近
郊
、
，現
代
の
橫
濱
乃
至
湘
南
地
方

は

、
こ 

の
意
味
に
於
い
て
來
束
市
の
地
域
的
擴
大
.を
物
語
る
三
階
程
で
あ
ら
ぅ
。
本
臀
の
蕃
衮
は
、
此
の
項
杧
於
い
.て
.̂
等
時
問
圖」

を
作
成
し 

て
ゐ
る
°
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ア
廣
場
及
び
ゥ
ヰ
ッ
テ
ン
べ
ル
ク
廣
場
の
.ニ
中
心
を
迤
準
と
し
て
、一
一
5
、
m
o
六
〇
分
の
铧
時
問
圈
を 

表
は
し
た
で
之
れ
に
よ
れ
ば
、
市
内
、
：.及
び
近
部
交
通
機
關
を
.刺
!1
]
し
て
：、
、ほ
.ヾ
大
伯
林
め
境
界
へ
雨
中
心
地
よ
り
、
.約
一
時
間
の
交 

通

.距

離

でto 

(

第
五
四
、

K
五
圖
及
：び
俯
錄
她
圆
參
照
：

〕

遠
距
_
交
通
機
關
を
叩
ふ
れ
ば
又
、
問
題
は
別
で
あ
る(

第
丑
六
圆
參
照)  

若
し
、
此
の
..汰
都
市
.地
域
忆
均
分
_
食

平

：等

の

發
.展
七

望:t
f食
ら
ば
、
此
.ぬ
等
時
問
圈
亦
出
來
得
る
限
り
亚
_
に
近
似
し
な
け
れ
ば
な
.

世
#

都

市

大

伯

林

め

地

輝

學

.的

硏

究
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四

六

(
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七
五
ニ)

“
ぬ
i:
°
f
i
著

し

畫

雜

な

入

薛

蠻

曲

I

す
場
合
I

.

そ
の
曾
間
隙
中
に
、
.發
展
め
後
れ
_

域
を
存
^

雪
 

は
.：'
'も

i

り
し
て
.：，緣
邊
I

な
ぐ
交
叉
點
、
へ，f

外
_

|

|

_

|
 

こ

.

H

I
け
る
調
看
其
の
他
に
、
景
氣
I
通
量(

第
五
.
I
自
動
妻
通
、
產

が

含

ま

れ

て

ゐ

る

。

•
 

リ
^

:
！
^

硏
究
I

I

I
璧

耍

I
門
は
、
_

又
は
囊

|

ぁ
る
。
I
 

|
.
|
の

言(
|
.

九
圖—

家
庭
使
用
人
は
東
南
部
番
裕
地
域
，
殊
に
ゥ
冲
士 

ツ

r
レ
ン
ド
レ
フ
5

ハ
ン 

9 i
l s
J i

_
。
一

)

特
定
職
I
立
地
點
i
地
域
的
序
列
の
研
究
、
f
金
.屢

I
, 

,

i
レ

ト

“
氣H  

ほ

”

|

|

靈
ハ
ニ
、
六

着)

印
刷
複
製
I

I

I
等
は

i

M
g

k
フ
？

ド
リ
ッ
ヒ
シ.
-タ
ッ
ト
南
部)

飲
食
店
分
布
、銀
行
街
言
ン
タ
了
：•デ
ン

•リ
ン
デ
ン
南
方〕

|
也
或(

テ；
；

ガ

ユ

ル

倉

附

1

1

1

1場
I
痛

市

I

I
靈
期
市
場

l

m
南
P

い
と
云
ふ

し
て
、
|

!

_

着

|

)

|

!

れ
、
い
づ
！

耍
す
る
に
怕
林
の
工
業
胤
帶
は
、
» ,
市
域
の
北
西
及
び
南
策
部
に
ぁ
る
と
去
つ
て
差
支
な
く
、
職
業
人
口
の
分
布
も

.

工
業
手
工
業
で 

I

:
は
、
i

面

靈

率

(

f

 

K.
iを
f

ゐ
る
，
自

_

の
5

I I
I .
^

H

ァ
ス
ト
ル
フ
シ"

テ
グ
リ
ッ
ツ
、
シ

f
ネ

ベ

食

、
#

->

テ
シ
.ブ
ル
ク
、
テ
ィ
ア
ガ
ル
テ
ン
の
梠
>: 

IJ
1

H

.

々
ニ
：〇
j1

0

5

3

で
ぁ
つ
て
所
謂
ゥH

ス
テ
ン
及
I

南
部
で
I

各
區
に
於
け
る
住
I
數
に
對
す
る
各
職
業 

.ヌ
人
0'の
.乩
率
.は
卷
末
；の
.第
九
表
^
詳
細
な
記
錄
が
?>
る
？

:

:

:

:
i
t
>
水

路

C

四)

國

墓

I

貨
物
._

 

I
伯
林
市
と
麓
.

i

伯
林
及
び
.伯
林

ツ

子

一̂れ
が
最
後
の
頊
で
あ
つ
て
、
此
の
硏
究
の
結
論
に
該
當
す
を
.も
の
、
.
.著
者
，の
大
郤
.市
觀
、
伯
林
批
評
：を 

含
み
、

|1
1
に
伯
林
市
區
制
改
正
.衆
の
批
判
.に
免
で
及
ん
で
ゐ
る
。'.'
'。

:'
:
:̂̂
^
^
^

先
づ
赛
#
は
、伯
林
市
民
が
土
、ッ
地
子
で
な
い
點
、即
ち
無
鄕
土
的
.で
あ
..る敏
、
♦
無
し
で
あ

.る
事
を
指
摘
す
る
。

一
九
'一
〇
年
に 

於S

て
は
，伯
林
市
人
ロ
の
唯
一
一
一
分
の
一
ハ
が
土
地
生
れ
で
あ
つ
た
。
し
か
も
典
等
の
人
々
は
共
の
先
代
が
他
國
者
で
あ
る
場
合
を
少
し
と 

.し
な
い
。
急
激
な
る
所
謂「

米
國
的
テ
ム
ポ」

を
以
つ
て
發
股
し
た
近
郊
に
於
い
て
は
殊
に
此
の
他
向
が
著
し
い
。
例
、へ
ば
-シ
ェ
丨
ネ
べ 

ル

ク

に

於

：
い
，
て
.
は

-八
.九
，一
.

—

一八
九
五
平
間
の

加̂
率
；
u
A
*
l
i涔

に
就
.いH

共

の

内

：
の
：

1.0四
は
來
住
衮
に
よ
る
堦
加
で
あ
る
"
 

而
し
て
問
題
は
楚
等
の
，來
住
著
、
又
'は
全
伯
林
市
と
し
：て
の
他
國
盏
は
、
土
地
の
、歷
史
、
傯
統
を
尊
茁
し
な
.い
°
彼
等
は
伯
林
市
又
は 

其
の
郊
外
.、
舊
市
町
村
に
對
し
て
ハ
ィ

.マ
ー
ト
ロ
ス
で
あ
る
。
土
.地
'に
，愛
着
も
僻
統
も
持
た
ぬ
事
.は
、

地

理

學

的

，の

立

場

か

ら

云

ふ

と 

所
謂「

.根
な
し」

狀
態
と
云
ふ
ヮ
ケ
で
あ
ら
ぅ
o

し
か
し
恶
素
は
此
の
.場
合

、
地

理

，
よ

々

.も
膨
史
の
領
域
に
多
分
足
を
ふ
み
込
ん
.で
ゐ
る

。 

璧

と

嚣

Q:

雰

高S

南
部
又
は
西
南
部
、
：或
ひ
は
北
部
獨
議
市

s

f
以
？

す
れ
ば
、
確
か
に
伯
林
市
は
新
し
い
、
從
つ 

V

規
代
的
大
都
市
杉
態
'に
對
抗
す
る
も
の
と
し
て
の
歷
史
.的
勢
力
は
微
弱
で
、あ
：る
。
著
考
が
伯
林
市
の
米
國
化
を
忌
む
所
に
、
强
ひ
て 

.
#へ
ば
鄕
土
主
難
の
.持
つ
反
動
的
色
彩
が
窺
れ
る

；0
が
、
.ハ
-ィ
マ

ー

ト

：
ロ

'ス
社
唯
に
伯
林
丈
け
の
特
色
.で
な
く
、
資
本
生
.義
大
都
#
の 

通
荷
的
性
質
で
.あ
る
。
し
か
し
著
客
の

S
ふ
員
に
、
伯
林
市
の
へ
歷
史
的
新
し
き
事
は
、
確
か
に
、
資
本
主
義
的
特
色
の
發
挪
を
阻
|1
-
す 

る
荷
カ
.な
灰
對
ヵ
を
備
へ
.な
か
つ
た
で
あ
ら
ぅ
、
丁
度
、
米
國
：の
都
市
.が
典
型
的
資
本
生
義
都
市
で
あ
る
よ
ぅ
に
。
此
の
意
味
で
は
獨 

■
mの
.：

a

の
.太
小
小
都
市
に
.'比
し
：て
伯
林
は
よ
り
、
.多
く

_ア
.メ
-リ
..ヵ的
.だ
と

ふ̂
：
事

，
が

出

來

^
;:
0

に̂
於
い
て

.̂
林
及
び
介
林
人
は

r 

逸
的
伯
林
獨
特
の
型
體
も
文
化
も
持
た
な
か
0
た
し
、
又
持
つ
て
ゐ
'な
い
と
云
.ふ
結
論
に
な
る
。『

伯
林
は
之
れ
迄
に

册
だ
知
大
桕
林
ゎ
地
秤
擧
的
硏
究 

i.s
:

七

(
一

七
五
三)

.
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世
界
お
市
大
攸
怀
の
地
现
取
的
鰣
究
て

j  

. 

s 

。
.て
た
獨
阜

X
化

を

つ

ぐ

I
出

來

寒

つ

た

。
，
唯

外

來

.の.變
化
^

一. 

f
る
議
熱
が
、
.獨
自
の
趣
味
に
代
9
て
無
思
^
 ̂

: 

gi

つ
て

 ̂

f
t. 

I  

#
0
.
1 

1
 ̂

#
.
1

1
^
1

0

r

 
八

：

i

i

i

r

 

, 

I
し
て
の

I

 v
n
.  

I 

i就

い

f

 

一
七
i

l

l

l
藉
的

:
j

 

的
I

I

I
人

I

ょ
|

の
鄕
.

持

て

f  

'

可
能
な
ら
し
め
I
が
、
i

f

る
。

(
.一
八
ニ
 
3
 :

,
'ナ
l

i
レ
て
も
f

人
|

の
多
く
の
內
的
交
f

I  

.  

_

_

_

_

_

|

_

! 1

し

f

。

I

I

域

i

f

、
後
I
 

.

行

政

i

i

l

i

せ
し
め
、i

l

i

等
根

.
 

れ

I
ら

ぬ

に

f

f
、
從
來
の
農
物
の
廢
棄

I
調
し
て
激
し
き
|

|

而
し
な
け 

丨

各

一

 
か
I

Q
な
い
多
數
た
I
留
f
、
f
林
人

Q
f:

感

緣

m

学

i
得
な

い

で

あ

ら

ぅ

！
：
一

八

ニ

頁

)

以
上
フ
リ
1
ド
リ
ッ
ヒ
ン
ラ
ィ
デ
ン
の「

六
伯
林」

を
内
容
的
に
.紹
介
ft
つ
批
評
し
て
來
た
。
最
後
に
評
f
し
て
云
ふ
可
き
點
は
、
 

先
づ
此
の
書
は
大
伯
林
人
文
地
现
學
書
で
あ
る
辦
、
同
時
に
す
ぐ
前
に
述
べ
た
欉
に
著
衮
は
多
分
に
米
國
的
大
都
市
に
反
感
を
示
し
て 

ゐ
る
琪
、
都
市
と
自
然
と
の
調
和
を
期
圖
し
て
ゐ
る
祺
等
が
指
摘
さ
れ
る
。
個
々
の
點
に
就
い
て
は
別
段
に
、
新
潑
m
と
思
は
る
可
き 

现
論
は
遺
憾
乍
ら
見
出
し
将
な
い
。
都
市
社
#
學
的
觀
點
で
觅
れ
ば
' 
從
來
の
所
說
、
理
論
が
纏
め
ら
れ
て
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
諸
種 

の
統
訏
、
數
字
に
つ
い
て
の
工
作
も
、
，既
に
栉
ら
れ
た
他
の
資
料
の
加
工
に
外
た
ら
ぬ
。
し
か
し
、
此
の
平
凡
性
に
も
拘
ら
ず
、
伯
林 

市
の
如
き
大
都
市
に
就
い
て
内
容
的
に
諸
方
断
を
ニ
〇
〇
过
以
内
に
纏
め
上
げ
た
點
は
大
い
に
認
め
て
差
支
な
い
。
こ
の
意
味
で
我
國 

都
市
硏
究
者
に
と
つ
て
好
箇
の
參
考
書
且
つ
モ
デ
ル
た
る
を
得
る
も
の
と
し
て
推
®
し
た
い
。 

(

昭
和
八
年
十
月
五
日)

此

界

都
«!
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大

伯
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の

地
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